
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水産政策審議会 

第２３回総会議事録 



 

 

水 産 政 策 審 議 会 第 ２ ３ 回 総 会  

議 事 次 第  

 

 

日 時：令和元年８月20日（火）13:06～13:42 

場 所：農林水産省本館４階第２特別会議室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 委員の紹介 

 

４ 水産政策審議会の概要説明 

 

５ 議 事 

 （協議事項） 

  （１）会長の選任について 

  （２）会長代理の指名について 

  （３）分科会及び部会に属すべき委員・特別委員の指名について 

 （報告事項） 

  （１）分科会及び部会の調査審議について 

  （２）水産政策の改革について 

 （その他） 

 

６ 閉 会
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○漁政課長 それでは、予定の時刻となりましたので、ただいまから第23回水産政策審議

会総会を開催させていただきます。 

 本日、事務局を務めます、漁政課長、矢花と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 初めに、委員の出席状況について御報告いたします。 

 水産政策審議会令第８条第１項の規定によりまして、審議会の定足数、過半数とされて

おります。本日、審議会委員21名中14名の方が出席されており、定足数を満たしておりま

すので、本日の審議会は成立いたしております。 

 それでは、開会に当たりまして、𠮷川農林水産大臣より御挨拶を申し上げます。大臣、

よろしくお願いいたします。 

○農林水産大臣 委員の皆様、こんにちは。大変お暑い中、また、さらに御多忙の折にも

かかわりませず、こうして第23回の水産政策審議会の総会に御出席をいただきまして、心

から御礼を申し上げたいと存じます。 

 開会に当たりまして、一言御挨拶をさせていただきたいと存じます。 

 このたび、皆様におかれましては、大変御多忙にもかかわりませず、審議会の委員をお

引き受けをいただきましたことに対しまして、まず心から感謝と御礼を申し上げたいと存

じます。 

 本日の審議会は、本年４月の委員改選後初めての開催となります。皆様方の豊富な知識

と経験をもとにした、忌憚のない活発な御議論をお願いできればと思いますので、どうぞ

よろしくお願いを申し上げたいと存じます。 

 皆様も御承知のとおり、水産業を取り巻く環境は大きく変化をいたしております。かつ

て世界一とうたわれました日本の漁業生産量は、長期にわたって減少を続けておりまして、

漁業を担う就業者も高齢化をいたし、減少が続いております。気候変動による漁場環境の

変化も魚の回遊等に影響を与えますし、日本の周辺水域での外国漁船の操業が活発化して

いることも注視をしなければなりません。 

 こうした変化に的確に対応し、水産資源を持続的に活用しながら、水産業が将来を担う

若者にとって魅力ある産業となり、国民への水産物の安定供給という水産業の使命を持続

的に果たしていけるようにする必要がございます。このため、水産資源の適切な管理と水

産業の成長産業化を両立させ、漁業者の所得向上と年齢バランスのとれた就業構造の確立

を目指して、水産改革に取り組んでいるところでもございます。 
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 その一環として、御承知のとおり、昨年の12月には漁業法を抜本的に改正をいたしまし

た。水産改革を後押しするための予算も措置をいたしたところでございます。新たな制度

の実施に向けまして、漁業者を初めとする関係の皆様との対話を重ねながら、着実にこの

取り組みを進めてまいりたいと思います。 

 また、世界に目を転じますと、人口増加や経済発展に伴い、水産物の需要拡大が見込ま

れており、水産物の輸出拡大にも全力を挙げて取り組んでいるところでもございます。来

年には2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。あらゆる機会

を捉え、日本の豊かな水産物や食文化を世界に広げる取り組みを強化をしてまいりたいと

思います。 

 ここまでいろいろ申し述べましたように、日本の水産業は大事な転換期を迎えておりま

す。日本の水産業のさらなる発展のために、豊富な知見をお持ちの委員の皆様方の多大な

る御支援、御協力を賜りますことを切にお願いを申し上げまして、私の挨拶とさせていた

だきたいと存じます。 

 どうぞ、委員の皆様におかれましては、先ほど申し上げましたように忌憚のない御意見

をどんどん発出をしていただきまして、日本の水産業の発展のためにぜひともお力添えを

賜りますように重ねてお願いを申し上げたいと存じます。ありがとうございました。（拍

手） 

○漁政課長 どうもありがとうございました。 

 皆様、まことに恐縮ではございますが、𠮷川大臣におかれましては、次の公務がござい

ますので、ここで御退席させていただきます。どうもありがとうございました。 

○農林水産大臣 それでは、よろしくどうぞお願いいたします。 

（農林水産大臣 退室） 

○漁政課長 それでは、カメラ撮りはよろしいですか。カメラ撮りはここまでとさせてい

ただきます。 

 本日は、委員改選後初めての審議会となりますので、会長が委員の皆様の互選により選

任されるまでの間は、私が進行役を務めさせていただきます。 

 議事に入ります前に、配布資料の確認をさせていただきます。 

 お手元の封筒から資料をお出しいただきまして、まずは議事次第がございます。その後

ろに配布資料の資料一覧と書いたものがございます。資料１－１、水産政策審議会委員名

簿、それから資料１－２、特別委員名簿、資料２－１としまして審議会の概要、２－２、
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審議会の構成、資料３－１、企画部会委員・特別委員の名簿、３－２として地球環境小委

員会の委員・特別委員の名簿、３－３としまして資源管理分科会の委員・特別委員の名簿、

３－４といたしまして漁港漁場整備分科会委員名簿、資料の４、分科会・部会の調査審議

一覧、最後に資料５として水産政策の改革についてと、ちょっと厚手の資料になりますが

入ってございます。 

 漏れ等ありませんでしょうか。漏れがありましたら事務局の方にお知らせください。 

 それでは、私から、資料１－１、委員名簿に沿いまして、委員の皆様方を御紹介させて

いただきたいと思います。 

 名簿の順に御紹介申し上げますが、委員の皆様におかれましては御着席のままでお願い

をいたします。 

 それでは、御紹介申し上げます。私の左手の方からになります。 

 石井ユミ委員でございます。 

 お隣が内田和男委員でございます。 

 その隣、大瀬由生子委員でございます。 

 お隣が大森敏弘委員でございます。 

 そのお隣、亀谷寿朗委員でございます。 

 そのお隣、川辺みどり委員でございます。 

 お隣が國分豊子委員でございます。 

 お隣、坂本雅信委員でございます。 

 その隣が田辺恵子委員でございます。 

 お隣、谷綾一委員でございます。 

 お隣、中川めぐみ委員でございます。 

 お隣、堀内精二委員でございます。 

 お隣が山川卓委員でございます。 

 お隣、山下東子委員でございます。 

 お隣、ちょっとおくれて参られるということですが、山本徹委員でございます。 

 そのお隣、吉川文委員でございます。 

 なお、名簿にございます工藤貴史委員、佐々木貴文委員、定池祐季委員、田中栄次委員、

橋本博之委員におかれましては、本日御欠席されております。 

 次に、特別委員でございますが、本日の総会には御出席をお願いしておりませんが、お
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配りをしております資料１－２の皆様に御就任をいただいております。後ほど御説明をい

たします、それぞれの分科会及び部会におきます審議の際、御出席をお願いすることとし

ております。 

 引き続きまして、本日出席しております水産庁幹部の紹介をさせていただきます。 

 水産庁長官、山口でございます。 

 次長の保科でございます。 

 漁政部長、森でございます。 

 またあちらに飛びまして、資源管理部長、神谷でございます。 

 増殖推進部長、黒萩でございます。 

 漁港漁場整備部長、吉塚でございます。 

 その隣、計画課長の山本でございます。 

 私の左手にまいりまして、企画課長の保科でございます。 

 隣、管理調整課長、廣野でございます。 

 栽培養殖課長、藤田でございます。 

 それでは、続きまして、新しく委員に御就任いただいた方もおられますので、審議会の

概要について御説明をいたします。 

 資料２－１をごらんいただきたいと思います。２－１、水産政策審議会の概要でござい

ます。 

 この水産政策審議会は、水産基本法に基づきまして設置されている審議会でございます。 

 基本法の規定によります審議事項のほかに、漁業法、漁港漁場整備法、この権限のとこ

ろの（２）に書いてございますけれども、この水産関係の法令の規定により、その権限に

属せられた事項を処理することとなっております。委員は農林水産大臣が任命し、任期は

２年になってございます。 

 審議会の会長は委員の互選により選任し、会長代理は会長が指名いたします。 

 特別委員につきましては、学識経験者の中から農林水産大臣が任命いたします。 

 水産政策審議会には、５にあります分科会として資源管理分科会と漁港漁場整備分科会

の２分科会、その下、６ですが、部会として企画部会がございます。それぞれの分科会及

び部会の審議内容等につきましては、資料２－２、ちょっと横の紙になってございますけ

れども、こちらで御確認願います。 

 戻りまして資料２－１ですけれども、議事につきまして、７番ですけれども、定足数は
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委員の過半数、議決については出席委員の過半数とされ、会議は原則として公開となって

おります。 

 簡単ではございますが、以上が水産政策審議会の概要となります。 

 それでは、議事に入りたいと思います。 

 本日、会場、委員の皆様の前にマイクが設置されておりません。御発言の際は事務局の

ほうでマイクをお持ちいたしますので、挙手をいただき、それから御発言をお願いいたし

ます。 

 既に御案内しておりますとおり、この審議会総会が終わりましたら、14時から、この会

場で引き続き企画部会を開催させていただきます。さらに、15時15分から、同じこの会場

で資源管理分科会を開催させていただきます。このように、本日、大変立て込んだ予定と

なっておりまして、大変恐縮ではございますが、議事進行への御協力よろしくお願いをい

たします。 

 後ほど互選によりまして選任されます会長から、皆様方には分科会及び部会への所属に

ついて委嘱があろうかと思います。企画部会、資源管理分科会への所属となられました委

員におかれましては、この総会終了後につきましてもよろしくお願いをいたします。 

 では、初めに協議事項の（１）番、会長の選任についてでございます。 

 先ほど概要で説明を申し上げましたとおり、会長の選任につきましては、水産政策審議

会令第４条第１項の規定により委員の互選によることとされておりますが、いかがいたし

ましょうか。 

 大森委員、お願いします。 

○大森委員 大森でございます。 

 これまで本審議会の会長を務めていらっしゃいました山川卓委員に引き続きお願いして

はいかがかと存じます。 

○漁政課長 ただいま大森委員から、山川委員を推薦する御発言がございました。その他、

発言はございませんでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○漁政課長 御異議がないようですので、山川委員を会長に選任することとしてよろしい

でしょうか。 

（「はい」と声あり） 

○漁政課長 ありがとうございます。 
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 それでは、山川委員に御就任いただき、これからの議事進行をお願いしたいと思います。 

 山川委員、どうぞ会長の席に御移動をお願いいたします。 

○山川会長 では、会長就任に当たりまして一言御挨拶申し上げさせていただきます。 

 ただいま委員の皆様方の御推薦によりまして会長に就任いたしました山川でございます。 

 冒頭にも𠮷川大臣からお話がありましたように、昨年12月に漁業法の大幅な改正があっ

たということで、今後、水産政策の改革に向けて具体的にいろんなことが進められていく

という、そういう段階に入っております。そういう中におきまして、この水産政策審議会

での審議事項、ますます今後重要性を帯びてくるだろうというふうに考えております。委

員の皆様方の御協力をもちまして、有意義な議論、審議を行っていければというふうに考

えておりますので、よろしくお願いいたします。（拍手） 

 では、座りまして議事を進行させていただきます。 

 協議事項の（２）、会長代理の指名についてということですけれども、水産政策審議会

令第４条第３項の規定によりますと、「会長に事故があるときは、あらかじめその指名す

る委員が、その職務を代理する」というふうにされてございます。つきましては、私の方

から、本日は都合により欠席されておられますけれども、前期も会長代理を務めていただ

いた田中栄次委員に引き続き今期も会長代理をお願いしたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○山川会長 では、田中委員を委員長代理に指名させていただきます。 

 次に、協議事項の３点目、（３）の分科会及び部会に属すべき委員・特別委員の指名に

ついてですが、私といたしましては、資料３として分科会及び部会ごとの事務局案が配布

されておりますので、この事務局案のとおりにしたいと考えておりますけれども、御異論

ございませんでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○山川会長 ありがとうございます。それでは、そのようにお願いしたいと思います。 

 先ほど事務局からも説明がありましたように、企画部会、資源管理分科会の所属となら

れました委員の方におかれましては、この後もよろしくお願いいたします。 

 続きまして、報告事項に入ります。 

 まず初めに、分科会及び部会の調査審議について、事務局から御報告よろしくお願いい

たします。 
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○漁政課長 それでは、事務局から御報告をさせていただきます。 

 資料４をごらんいただきたいと思います。ちょっとクリップでとめてありますのをばら

していただくと、とりやすいかもしれません。資料の４ということで、カラー刷りの前に

縦のＡ４のものがございます。資料の４、分科会及び部会の調査審議一覧となっておるも

のでございます。 

 こちらの方をちょっとごらんいただきながらですが、前回の総会が平成29年８月30日、

２年前の８月30日に行われまして、その総会以降に分科会及び部会で行われました調査審

議の内容につきまして御報告を申し上げます。 

 まず１枚目、資源管理分科会でございます。平成29年８月30日から本年６月４日までの

間に計12回にわたって審議が行われております。右側の欄にそれぞれ調査審議内容を記載

されておりますけれども、資源管理分科会の所掌に属するとされております各個別法に基

づく事項につきまして調査審議をいただきました。 

 また、この資源管理分科会では、くろまぐろ部会を設けております。ページが今、資源

管理分科会が３ページにわたってございます。これをちょっと両面、恐縮ですがめくって

いただきますと、４ページ目にくろまぐろ部会を御紹介しております。平成30年９月３日、

28日、10月４日、19日、11月１日、５回にわたりましてクロマグロの配分の考え方につき

まして調査審議をいただきました。 

 漁港漁場整備分科会につきましては、平成30年11月28日に分科会会長の選任、分科会長

代理の指名を行い、模範漁港管理規程令の一部改正、調査審議をいただきました。 

 企画部会は、右の５ページの方になります。平成29年８月30日から本年４月４日までの

間に、計８回にわたり水産白書を中心に調査審議をいただきました。 

 また、食料・農業・農村政策審議会企画部会の地球環境小委員会、同じく林政審議会の

施策部会地球環境小委員会との合同で、下の欄になりますけれども、平成30年３月14日か

ら31年４月17日まで４回にわたって、農林水産分野におきます温暖化対策、脱炭素化社会

に向けた基本的な考え方についての調査審議が行われております。 

 事務局からの報告は以上でございます。 

○山川会長 どうもありがとうございました。 

 ただいまの御説明に関しまして、御質問等ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 では、特に発言がなければ、次の事項に移らせていただきます。 

 水産政策の改革についてということですけれども、事務局から報告をよろしくお願いい
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たします。 

○漁政課長 それでは、資料の５に沿って、このＡ４の横、カラー刷りのものに沿って説

明をさせていただきたいと思います。大部な資料になってございますが、きょう初めての

参加の委員の方もいらっしゃいますので、ちょっと経緯から触れてまいりたいと思ってお

ります。 

 １枚めくっていただきますと、この改革に向けての背景を簡単に説明をしてございます。

ページ数が右下に書いてございますけれども、１ページ目でございます。 

 日本の漁業生産量の現状ということで、昭和40年からピークの60年代、それから現在に

至るまで書いてございます。このように大きな波がございますけれども、マイワシの大幅

な減少ですとか遠洋漁業の縮小、こういった要素が大きくございます。こういった特殊な

要因を除いても、この真ん中に赤い数字で書いてございます、これが長期の、そういった

マイワシですとか遠洋の縮小といった特殊要因を除いた形でのグラフになってございます

が、昭和40年代、464万トンから、平成29年、243万トン、減少傾向が歯どめがかかってい

ないという現状にございます。 

 こうした中で、２ページ目に水産資源の現状ということで書いてございます。ピークで

ありました昭和59年、青のグラフを100といたしまして、直近の生産量が赤、どのぐらい減

っているのかというグラフでございます。左側、マアジ、サバ等、いわゆるＴＡＣという

数量管理をやっているものについては、この目減り分が少ない傾向にある。右側のＴＡＣ

にしていない水産資源については、このあたりが減少が多いということで、傾向としては、

やはり数量管理を行った資源について減少の程度が小さい、それなりの歯どめがかかって

いる、こういった状態にあるという認識でございます。 

 漁獲量、資源といった点では以上のような形で減ってきているんですけれども、生産を

する段階で、３ページ目でございます。魚をとる方がどうなっているのか。漁業就業者の

現状ということで書かせていただいております。 

 棒グラフは就業者の推移を書いておりまして、上の紫色というか灰色が65歳以上という

ことで、高齢の方がやっぱり比率としては多くなってございます。こうした経過の中で、

右の新規就業者、毎年2,000人程度、何とか確保しているんですが、それでもやめていかれ

る方をカバーするのに追いつかないものですから、右下にありますように、漁業就業者の

将来予測ではございますけれども、現状、15万人程度のところが、2053年、このあたりに

なりますと７万人程度という形で半減をしてしまう。こういう、魚が減っている、あるい
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は魚をとる方がどんどん減ってしまう事態にもしっかり対処していかなければならないと

いう現状認識がございます。 

 そこで、今回の改革のポイントを７ページ目にちょっとまとめさせていただいておりま

す。何枚かめくっていただきまして、７ページに水産政策の改革の全体像ということで示

させていただいております。 

 上の四角、タイトルにございますように、水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化

を両立させていく、漁業者の所得向上、年齢バランスのとれた就業構造を確立することを

目指して改革を実施ということで、改革の柱としましては、一番上に資源管理というのを

置いてございます。科学的知見による資源評価に基づいて数量管理を基本とする管理方法、

また、国際的な枠組みを通じて資源管理を徹底をしていくということで、資源の維持増大

によって安定した漁業を実現していく。それから、赤字で書いてございます、国際交渉に

よる発言力向上、周辺水域の資源も維持・増大をさせていくということで、漁業を続けて

いくためのベースをしっかり確保するということでございます。 

 そのもとで、左の遠洋・沖合漁業については、赤い字で書いておりますように、最新機

器を駆使した若者に魅力ある漁船の建造、効率的、生産性の高い操業を実現していくです

とか、養殖・沿岸漁業につきましては、赤字で書いておりますように、安心して漁業経営

の継続、将来への投資が可能な状態をつくっていく。需要増大に合わせて養殖の生産量も

ふやしていく、こういったことを目指すということにしてございます。 

 それを全体を支える中で、下に流通・加工というふうにございますけれども、資源管理

から流通に至るまで、ＩＣＴを活用いたしまして流通コストの削減、適正な漁獲形成によ

って漁業者の手取りを向上させていく、こういった水産改革の全体の姿をお示しをして、

これの実現に向けて今取り組んでいるということでございます。 

 冒頭、大臣から法律改正の話がございました。この７ページ目の改革の中では、主に資

源管理と遠洋・沖合漁業、あるいは養殖・沿岸漁業に係る部分、法律を改正してございま

す。 

 ページが、１枚めくっていただきまして10ページ目でございます。漁業法等の一部を改

正する法律の概要ということで、去年の12月に法律が成立、公布をされてございます。中

身といたしましては、青い字で一番左の上に（１）新たな資源管理システムの構築という

ことで、資源管理をきちんと科学的評価に基づいて目標を定めて、その水準に向かって資

源を維持・回復をさせていく。可能なところは数量管理を基本としながら、いろんな組み
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合わせで対応をしていく、こういう仕組みにしているところでございます。 

 それから、大きな議論になりました右側の（３）漁業権制度の見直しというところでご

ざいます。非常に込み合った沿岸水域を適切に使っていくための漁場計画、県が策定する

わけでございますが、この策定プロセスの透明化を図る、あるいは漁業権を付与する者を

どういうふうに決定していくのか、そういったルールを見直しをしまして、適切、有効に

活用している方がしっかりと使っていける、そういったベースを確保するということにし

ているところでございます。 

 もろもろの改正内容がございますけれども、これを法律が公布されましてから２年以内

ということで、遅くとも来年中には、この法律が実際に施行される、その状態に持ってい

くために、今いろいろな漁業関係者の方ですとか、県の関係者の方と意見交換をしていた

だきながら細部を詰めているというところでございます。 

 この運用に関しまして、主な内容が次の11ページから、資源管理、あるいは許可、漁業

権という形で整理をさせていただいております。本日は、ちょっと時間の関係上、余り紹

介はできないんですけれども、例えば資源管理につきましては、この13ページのところに

新たな資源管理のサイクルということで、左上の青いところから始まるわけですけれども、

資源調査をやって、それに基づく資源評価を研究機関、行政機関から独立した形で出して

いく。その提示された目標、あるいはシナリオというものを、右側に行きまして資源管理

のプロセスの中で関係者の意見を聞きながら、そのシナリオを選択をしていく。それに基

づいてＴＡＣなりＩＱを活用して実際の漁獲をやっていって、その結果をまた踏まえて、

調査、評価、こういったサイクルを回しながら、要はしっかり魚が持続的にとれる状態を

確保していく、こういう流れになってくるわけでございます。 

 こうした具体的な内容については、今まさに運用面の詰めを進めているところでござい

まして、そういったものをこういった資料でまとめさせていただいております。 

 あと、時間の関係で、海面利用のところを少しだけ説明をさせていただきたいんですけ

れども、資料の35ページのところに、海面利用ですね。これは、先ほど申し上げました沿

岸域の非常に利用の込み合ったところで、いろんな漁業、養殖があったり漁船漁業があっ

たり、たくさんの漁業者の方が一つの海域を利用しているということで、しっかりそのエ

リアを適切に使っていくためのルール、これが漁業法の中で定められているわけですけれ

ども、その漁業権を付与して、例えば養殖でしたら養殖をするエリアをしっかり決めて、

５年なら５年、そこを任せて使っていただくという形になります。その際に、誰にお願い
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をするのかというときの基本的な考え方を、今回改めまして明確にしてございます。その

中で、適切かつ有効に使っている方が、そこの漁場を免許を受けて引き続き使っていくん

だという原則を明らかにしておりまして、このあたりも、適切、有効という考え方をどの

ように具体的に各県が判断していくのかというような考え方についても、国の方である程

度の考え方を明確に示しまして、現場で対応していただくように今準備を進めているとい

うところでございます。 

 こういった内容が今、漁業者団体、あるいは県の意見交換などを進めながら、中身につ

いて整理をしているというところでございます。来年中の施行に向けて、こういったもの

を政省令ですとか通知に反映していくというのが、今私どもに課せられた作業ということ

になってございます。 

 以上、ちょっと大部になって恐縮でございます。最後のこの資料の裏にホームページと

いうふうに書いてございます。きょうお示ししたような資料も、全部このホームページに

も載っておりますし、委員の皆様には、それぞれまた御疑問の点等ありましたら、私ども

の方にお問い合わせをいただければ説明に伺いますので、どうかよろしくお願いをいたし

ます。 

 資料についての説明は以上でございます。 

○山川会長 どうもありがとうございました。 

 ただいまの御説明に関しまして、御意見、御質問等ありましたら、よろしくお願いいた

します。 

 よろしいですか。 

 では、特にないようですので、次、議事の一番最後になりますけれども、その他という

ところに入らせていただきたいと思います。 

 何か委員の方々から御発言等ございますでしょうか。 

 では、特になければ、何か事務局の方からございますでしょうか。 

○漁政課長 先ほど御説明いたしましたとおり、この後、14時から、この会場で企画部会

を開催いたします。企画部会所属委員の皆様におかれましては、引き続きよろしくお願い

いたします。 

 その後、15時15分から、同じくこの会場で資源管理分科会を開催いたします。委員の皆

様には少々お待ちいただくことになりますが、よろしくお願いします。 

 また、資源管理分科会の開始時間までお待ちいただく方の控室として、この建物の７階、
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３つ上がりまして第３特別会議室というのを用意してございます。地図の方は後で事務方

からお渡しをいたしますので、そちらの方を自由に御利用いただければと思っております。 

○山川会長 どうもありがとうございます。 

 以上で、本日予定しておりました議事については、これで全て終了いたしました。これ

をもちまして、本日の水産政策審議会の総会を終了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 


